
堀
（
東
京
都
江
戸
川
区
船
堀

4
―
1
―
1
、
都
営
新
宿
線

「
船
堀
駅
」
北
口
下
車
徒
歩

1
分
）

【
参
加
費
】
▽
会
員
＝
一
般

会
員
1
万
円
、
学
生
会
員
3

0
0
0
円
▽
非
会
員
＝
2
万

円
、
学
生
非
会
員
6
5
0
0

円【
懇
親
会
】
6
月　

日　

、

27

（水）

　

時　

分
～　

時　

分
、
タ

17

40

19

40

ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
2
階
「
瑞

雲
」（
任
意
参
加
、
懇
親
会
費

6
0
0
0
円
が
必
要
、
懇
親

会
の
み
の
参
加
は
不
可
）

【
参
加
申
込
み
】
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
F
A

X
、
郵
便
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

学
会
事
務
局
（
中
山
、
金
野
）

＝
〒
1
0
1
―
0
0
5
1
、

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保

町
2
―
8
千
代
田
ノ
ー
ス
ビ

ル
2
階
、
電
話
0
3
―
6
2

6
8
―
9
3
5
5
、
F
A
X

0
3
―
6
2
6
8
―
9
3
5

0
、
U
R
L
：h

ttp://qe

s.g
r.jp/

　

品
質
工
学
会
は
、
2
0
1

7
年
に
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ

た
論
文　

編
か
ら
、
2
0
1

10

8
年
度
精
密
測
定
技
術
振
興

財
団
品
質
工
学
賞
論
文
賞

（
金
賞
1
編
と
銀
賞
3
編
）

を
選
定
し
た
。

【
金
賞
】
構
想
設
計
へ
の

バ
ー
チ
ャ
ル
・
パ
ラ
メ
ー
タ

設
計
の
活
用
の
研
究
（V

ol

.2
5
N
o
.5

）：
埴
原
文
雄

（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
、
正
会

員
）、
倉
地
雅
彦
（
同
）、
大

西
隼
也
（
同
）、
古
田
達
也

（
同
）、
豊
田
美
帆
（
同
）、

田
中
悠（
同
）、奥
澤
翔（
同
）、

近
藤
芳
昭
（
同
）、
田
村
希
志

臣
（
同
）、
西
沢
公
夫
（
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
）

【
銀
賞
】
▽
裁
判
事
例
の
分

析
に
よ
る
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
判
断
基
準
の

検
討
（V

ol.25
N
o.3

）：

佐
藤
誠
（
厚
生
労
働
省
、
正

会
員
）、
矢
野
宏
（
応
用
計
測

研
究
所
、
正
会
員
）
▽
リ
フ

ロ
ー
用
は
ん
だ
の
機
能
性
評

価
（V

ol.25
N
o.2

）：
日

高
隆
太
（
安
川
電
機
、
正
会

員
）、
石
田
雄
二
（
同
）、
長

谷
部
光
雄
（
の
っ
ぼ
技
研
、

正
会
員
）
▽
プ
ラ
ズ
マ
切
断

機
用
ト
ー
チ
に
お
け
る
ノ
ズ

ル
冷
却
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
計

（V
o
l.2
5
N
o
.4

）：
高

田
伸
浩
（
コ
マ
ツ
産
機
、
正

会
員
）、
近
藤
圭
太
（
コ
マ
ツ

産
機
）、
山
口
義
博
（
コ
マ
ツ

産
機
、
正
会
員
）、
齋
尾
克
男

（
小
松
製
作
所
、
正
会
員
）、

細
井
光
夫
（
同
）、
大
谷
敬
司

（
元
小
松
製
作
所
、正
会
員
）

　

品
質
工
学
会
は
、A

m
er

ican
S
u
p
p
lie
r
In
stit

u
te

（
A
S
I
）
と
協
力
し

て
A
S
I
賞
を
授
与
し
て
い

る
。
A
S
I
賞
は
、
前
年
の

品
質
工
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た

「
開
発
と
研
究
」、「
事
例
研

究
」の
論
文
を
主
と
す
る
が
、

広
く
世
界
に
品
質
工
学
を
紹

介
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思

わ
れ
る
「
実
施
報
告
」、「
論

説
」、「
解
説
」
も
対
象
と
し

て
い
る
。

▽
リ
フ
ロ
ー
用
は
ん
だ
の
機

能
性
評
価
（V

ol.25
N
o.

2

、
事
例
研
究
）：
日
高
隆
太

（
安
川
電
機
、
正
会
員
）、
石

田
雄
二
（
同
）、
長
谷
部
光
雄

（
の
っ
ぼ
技
研
、
正
会
員
）

し
、
新
し
い
学
会
の
目
標
を

掲
げ
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で

こ
の
大
会
は
開
催
さ
れ
る
」

と
し
、「
大
会
の
2
日
間
、　
85

件
の
研
究
発
表
と
そ
の
討
論

の
中
で
、
新
し
い
分
野
で
の

新
し
い
品
質
工
学
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
周
り
の
方
と

誘
い
合
わ
せ
て
、
ご
一
緒
に

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」と
呼
び
か
け
て
い
る
。

評
価
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
テ
ー
マ

を
集
め
た

　

発
表
の
形
式
は
、
今
大
会

も
壇
上
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
発

表
と
な
る
。

　

大
ホ
ー
ル
で
は
「
〇
〇
分

野
に
評
価
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
」
と
題
し
た
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
設
け
、
各
分
野
に
評
価

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
た
テ
ー
マ
を
集
め
た
。
ま

た
、
小
ホ
ー
ル
で
は
各
地
で

活
動
し
て
い
る
地
方
研
究
会

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
「
研
究
会

に
お
け
る
推
進
」
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
や
、
地
方
研
究
会
で

取
り
組
ん
だ
事
例
な
ど
を
集

め
た
。

　

ポ
ス
夕
ー
発
表
は
、
展
示

ホ
ー
ル
を
使
い
4
会
場
で
お

こ
な
う
。
例
年
と
同
じ
く
、

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
す

る
た
め
の
発
表　

分
プ
ラ
ス

10

質
疑
応
答
5
分
の
オ
ー
ガ
ナ

イ
ズ
ド
セ
ッ
シ
ョ
ン（
O
S
）

の
後
に
、
発
表
者
と
参
加
者

が
自
由
に
討
論
す
る
自
由
討

論
時
間
を
設
け
て
い
る
。

■
開
催
概
要

【
日
時
】
6
月　

日　

（　

27

（水）

10

時　

分
～　

時　

分
）、　

日

30

17

20

28

　
（　

時　

分
～　

時　

分
）

（木）
10

15

16

35

【
場
所
】
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船

る
分
野
に
評
価
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
」
と
し
た
。

　

ま
た
品
質
工
学
は
評
価
の

た
め
の
工
学
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
合
理
的
な
評
価
方
法
を

確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
の
生
産
性
を
上
げ
、
社
会

の
自
由
の
拡
大
を
し
て
い
く

と
い
う
技
術
の
役
割
を
果
た

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、サ
ブ
テ
ー
マ
は「
ロ

バ
ス
ト
性
を
測
る
品
質
工

学
」
と
し
た
。

招
待
講
演
は「
農
業

分
野
の
技
術
革
新
」

　

招
待
講
演
は
、
野
島
昌
浩

氏
と
折
戸
文
夫
氏
に
よ
る

「『
知
』の
集
積
と
活
用
の
場

に
よ
る
農
業
分
野
の
技
術
革

新
」。

　

農
林
水
産
省
が
進
め
て
い

る
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
供「
知
」
の
集
積
と
活
用
の

場
僑に
関
す
る
講
演
で
あ
り
、

今
ま
で
品
質
工
学
が
あ
ま
り

活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
農

業
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

の
供
技
術
革
新
僑
の
現
状
を

知
り
、
品
質
工
学
の
活
用
に

つ
い
て
討
論
し
て
い
く
。

改
革
運
動『
ビ
ジ
ョ
ン

　

』の
流
れ
の
な
か
で

30
　

小
池
昌
義
大
会
実
行
委
員

長
は
、「
品
質
工
学
会
が
一
般

社
団
法
人
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
て
2
回
目
の
大
会
に
な

る
。
昨
年
、品
質
工
学
会
は
、

　

周
年
に
向
け
て
の
改
革
運

30動
『
ビ
ジ
ョ
ン　

』
を
開
始

30

第　

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
、
精
密
測
定
技
術
振
興

26
財
団
品
質
工
学
賞
論
文
賞 

①
面

第　

回
全
国
計
量
士
大
会
で
の
5
地
区
か
ら
の
報
告　
 
②
③
面

16

（6）

ク
ボ
タ
計
装
創
立　

周
年
特
集 

④
⑤
面

50

寄
稿
（
臼
田
孝
）  

⑥
面

N
M
S
研
究
会
報
告
、
社
説 

⑦
面

新
製
品
A
&
D
、
香
川
県
計
量
職
員
募
集
、
ほ
か 

⑧
面

今週の主な記今週の主な記事事

（1） 2018年（平成30年）5月20日（日）第 3194号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

　

第　

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
が
、
6
月　

日　

・

26

27

（水）

　

日　

の
2
日
間
、
東
京
都
江
戸
川
区
の
「
タ
ワ
ー
ホ
ー

28

（木）

ル
船
堀
」
で
開
催
さ
れ
る
。　

件
の
発
表
が
あ
る
。
今
大

85

会
の
テ
ー
マ
は
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
評
価
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を−

ロ
バ
ス
ト
性
を
測
る
品
質
工
学−

」。
招
待

講
演
は
、
野
島
昌
浩
氏
と
折
戸
文
夫
氏
に
よ
る
「『
知
』
の

集
積
と
活
用
の
場
に
よ
る
農
業
分
野
の
技
術
革
新
」。表
彰

式
を
開
催
す
る
ほ
か
、
論
文
賞
、
A
S
I
賞
受
賞
の
記
念

講
演
が
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
評
価
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を

― 
ロ
バ
ス
ト
性
を
測
る
品
質
工
学 
―

社
会
の
自
由
の
拡
大

を
し
て
い
く
技
術

　

品
質
工
学
会
が
主
催
す
る

研
究
発
表
大
会
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
事
例
発
表
が
あ

る
。
発
表
件
数
、
参
加
者
と

も
に
多
く
、
同
会
の
主
要
行

事
の
1
つ
で
あ
る
。

　

品
質
工
学
会
は
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
供
技
術
革
新
僑
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
は

昨
年
に
引
き
続
き
「
あ
ら
ゆ

2
0
1
8
年
度
精
密
測
定
技
術

振
興
財
団
品
質
工
学
賞
論
文
賞

第　

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会

266
月　
日　
・　
日　
、タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で

27

（水）
28

（木）

人
事

経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境

局
計
量
行
政
室
＝
▽
牧
野
寛

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資

源
・
燃
料
部
政
策
課
）（
5
月

　

日
付
）
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：
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0
1
8
年

A
S
I
賞


